
平成 31 年 

那覇港輸出貨物増大促進事業（荷主対象）補助金 
交付申請書添付書類 

平成３０年１２月 

那覇港管理組合 



平成  年  月  日 

那覇港管理組合 

管理者 玉城康裕 殿 

住  所：           

会 社 名：           

代表者名：              印 

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

宣誓書 

平成  年  月  日付けで提出いたします「平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)

補助金交付申請書」および事業計画書などの添付書類について、虚偽の記載や不正な記述、その他不適

切な行為が無いことを宣誓致します。なお、これに反する行為が明らかになった場合に、補助金交付決

定の取消や補助金の返還となる場合がある事を承諾して申請します。 

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－1 



平成 30 年 12 月 xx 日 

那覇港管理組合 

管理者 玉城康裕 殿 

住  所：那覇市通堂町2-1 那覇ふ頭船舶待合所2階

会 社 名：○○株式会社

代表者名：代表取締役社長 △△ □□ 

印

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

宣誓書（案） 

平成 30 年 12 月 xx 日付けで提出いたします「平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)

補助金交付申請書」および事業計画書などの添付書類について、虚偽の記載や不正な記述、その他不適

切な行為が無いことを宣誓致します。なお、これに反する行為が明らかになった場合に、補助金交付決

定の取消や補助金の返還となる場合がある事を承諾して申請します。 

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－1 記入例

代表者印
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平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 事業計画書 

提出日 平成  年  月  日

会社名・事業所名

代表者役職・氏名

所 在 地

担 当 者

役職・氏名

連絡先
TEL：  （  ）      FAX：  （  ）

E-mail：

平成 30 年

輸出状況

及び

平成 31 年

輸出見通し

分類
※詳細は別紙「那覇港輸出貨物増大促進事業実

証実験 実施内容」参照

輸出貨物量 ※見込み、概算で構わない

H30 年実績(予定含む) H31 年見込み

コンテナ

(TEU･FEU) 
混載

（M3）
コンテナ

(TEU･FEU) 
混載

（M3）
A 

一般

貨物

①一般貨物(下記②除く) 

※貨物の品目：          仕向地：

②一般貨物(台湾向け又は台湾ト

ランシップ貨物) 
※貨物の品目：          仕向地：

B 
中古車

①中古車(下記②除く)(単位:台) 

※車両の種類：          仕向地：

②中古車(台湾向け又は台湾トラ

ンシップ貨物) (単位:台) 
※車両の種類：          仕向地：

C 
飲料

食料品

①飲料・食料品(下記②③除く) 

※貨物の品目：          仕向地：

②飲料・食料品(台湾向け又は台湾

トランシップ貨物) 
※貨物の品目：          仕向地：

③飲料・食料品(香港着貨物) 

※貨物の品目：          仕向地：

実証実験に関す

る意見・要望等

那覇港の海上航

路等への意見・要

望

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－2 
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平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 事業計画書 

提出日 平成 30 年 12 月 xx 日

会社名・事業所名 ○○株式会社

代表者役職・氏名 代表取締役社長 △△ □□

所 在 地 那覇市通堂町 2-1 那覇ふ頭船舶待合所２階

担 当 者

役職・氏名 営業部 課長 □□△△

連絡先
TEL：098（868）4544 FAX：098（862）4233 
E-mail：abc@def…

平成 30 年

輸出状況

及び

平成 31 年

輸出見通し

分類
※詳細は別紙「那覇港輸出貨物増大促進事業実

証実験 実施内容」参照

輸出貨物量 ※見込み、概算で構わない

H30 年実績(予定含む) H31 年見込み

コンテナ

(TEU･FEU) 
混載

（M3）
コンテナ

(TEU･FEU) 
混載

（M3）
A 

一般

貨物

① 一般貨物(下記②除く) 100TEU 
200FEU 

150TEU 
300FEU 

※貨物の品目：古紙        仕向地：韓国

②一般貨物(台湾向け又は台湾ト

ランシップ貨物) 
20TEU 
40FEU 15.0M3 30TEU 

60FEU 20.0M3 

※貨物の品目：ビール        仕向地：台湾、アメリカ

B 
中古車

①中古車(下記②除く)(単位:台) 50 台 100 台

※車両の種類：中古乗用車      仕向地：ニュージランド

②中古車(台湾向け又は台湾トラ

ンシップ貨物) (単位:台) 20 台 30 台

※車両の種類：中古乗用車      仕向地：台湾、フィリピン

C 
飲料

食料品

①飲料・食料品(下記②③除く) 5TEU 
10FEU 

10TEU 
15FEU 

※貨物の品目：飲料水        仕向地：中国

②飲料・食料品(台湾向け又は台湾

トランシップ貨物) 10TEU 25.0M3 15TEU 30.0M3 

※貨物の品目：黒糖、泡盛     仕向地：台湾、シンガポール

② 飲料・食料品(香港着貨物) DRY10TEU 
REF 5TEU 

DRY15TEU 
REF10TEU 

※貨物の品目：県産食品、冷凍食品 仕向地：香港

実証実験に関す

る意見・要望等

（例）新たな仕向地への輸出について、重点貨物として手厚く支援すること検討いただきたい。

那覇港の海上航

路等への意見・要

望

（例）アジア主要地域へのリードタイム短縮を望む。○○航路について運航頻度の増便(週 1 便程度)
をお願いしたい。

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－2 記入例
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平成  年  月  日 
那覇港管理組合 
管理者 玉城康裕 殿 

住  所：                
会 社 名：                
代表者名：                

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

重点貨物輸出計画書（分類Ｂ） 

那覇港からの中古車の輸出が継続して見込めるため、以下のとおり重点貨物輸出計画書を提出しま

す。 

車の種類、荷姿 車の種類：              荷姿：（ｺﾝﾃﾅ、自走） 

那覇港までの輸送
ルート 

（※仕入地が県外の場合のみ対象） 

当該貨物の 
過去 3年間の 
輸出実績 

（台 or TEU） 

平成 27年 

平成 28年 

平成 29年 

今年(平成 30年)
の輸出実績 
(予定含む) 

（仕向地） （仕向地毎の輸出量:台 or TEU） （輸出量合計） 

台 or TEU 

輸出ルート 
使用船舶 
(RORO、ｺﾝﾃﾅ)

平成 31 年の 
輸出計画 

（仕向地） （仕向地毎の輸出量:台 or TEU） （輸出量合計） 

台 or TEU 

輸出ルート 
使用船舶 
(RORO、ｺﾝﾃﾅ)

3 年後(平成 33
年)に見込まれる

輸出量 

（仕向地） （仕向地毎の輸出量:台 or TEU） （輸出量合計） 

台 or TEU 

輸出拡大に向けた
取組等の実施状況 

担 当 者 
部署  役職・氏名  

連絡先 
TEL：  （  ）      FAX：  （  ） 
E-mail： 

◯その他提出書類 

・輸出計画の説明補足資料（※表中の 3 年後(平成 33 年)における想定輸出量の根拠となる具体的な説明補足

資料） 

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－3-1 
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平成 30 年 12 月 xx 日 
那覇港管理組合 
管理者 玉城康裕 殿 

住  所：那覇市通堂町 2-1 那覇ふ頭船舶待合所 2階
会 社 名：○○株式会社             
代表者名：代表取締役社長 △△ □□ 印

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

重点貨物輸出計画書（分類Ｂ） 

那覇港からの中古車の輸出が継続して見込めるため、以下のとおり重点貨物輸出計画書を提出しま

す。 

車の種類、荷姿 車の種類：中古乗用車         荷姿：（ｺﾝﾃﾅ、自走） 

那覇港までの輸送
ルート 

（※仕入地が県外の場合のみ対象） 

当該貨物の 
過去 3年間の 
輸出実績 

（台 or TEU） 

平成 27年  0 台 

平成 28年 0 台 

平成 29年 10 台 

今年(平成 30年)
の輸出実績 
(予定含む) 

（仕向地） 
フィリピン

（仕向地毎の輸出量:台 or TEU） 
20 台

（輸出量合計） 

20 台
台 or TEU 

輸出ルート 
使用船舶 
(RORO、ｺﾝﾃﾅ)

コンテナ船：那覇 ～ 高雄 ～ マニラ

平成 31年の 
輸出計画 

（仕向地） 
フィリピン

（仕向地毎の輸出量:台 or TEU） 
30 台

（輸出量合計） 

30 台
台 or TEU 

輸出ルート 
使用船舶 
(RORO、ｺﾝﾃﾅ)

コンテナ船：那覇 ～ 高雄 ～ マニラ

3年後(平成 33
年)に見込まれる

輸出量 

（仕向地） 
フィリピン

（仕向地毎の輸出量:台 or TEU） 
50 台

（輸出量合計） 

50 台
台 or TEU 

輸出拡大に向けた
取組等の実施状況 

昨年度より現地代理店と共同して営業活動に力を入れている。

担 当 者 
部署 営業部 役職・氏名 課長 □□△△

連絡先 
TEL：098（868）4544   FAX：098（862）4233
E-mail：abc@def･･･

◯その他提出書類 

・輸出計画の説明補足資料（※表中の 3 年後(平成 33 年)における想定輸出量の根拠となる具体的な説明補足

資料） 

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－3-1 記入例
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平成  年  月  日 
那覇港管理組合 
管理者 玉城康裕 殿 

住  所：                
会 社 名：                
代表者名：                

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

重点貨物輸出計画書（分類Ｃ） 

那覇港からの飲料・食料品の輸出が見込めるため、以下のとおり重点貨物輸出計画書を提出します。 

対象輸出貨物 
（品目コード※） 

貨物名： 
品目コード： 

対象輸出貨物の今
年度の生産量 
(又は仕入量) 

生産地から那覇港
までの輸送ルート （※生産地が県外の場合のみ対象） 

対象貨物の 
過去 3年間の 
輸出実績 
（TEU） 

平成 27年 

平成 28年 

平成 29年 

今年(平成 30年)
の輸出実績 
(予定含む) 

（仕向地） （仕向地毎の輸出量:TEU） （輸出量合計） 

TEU 

平成 31 年の 
輸出計画 

（仕向地） （仕向地毎の輸出量:TEU） （輸出量合計） 

TEU 

3 年後(平成 33
年)に見込まれる

輸出量 

（仕向地） （仕向地毎の輸出量:TEU） （輸出量合計） 

TEU 

輸出拡大に向けた
取組等の実施状況 

担 当 者 
部署  役職・氏名  

連絡先 
TEL：  （  ）      FAX：  （  ） 
E-mail： 

※品目コード：財務省「輸出統計品目表(2018 年 4 月版)」を参照し、該当する品目コードを記載してください。

http://www.customs.go.jp/yusyutu/2018_4/index.htm 

◯その他提出書類 

・対象貨物輸出計画の説明補足資料（※表中の 3年後(平成 33 年)における想定輸出量の根拠となる具体的

な説明補足資料） 

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－3-2 
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平成 30 年 12 月 xx 日 
那覇港管理組合 
管理者 玉城康裕 殿 

住  所：那覇市通堂町 2-1 那覇ふ頭船舶待合所 2階
会 社 名：○○株式会社             
代表者名：代表取締役社長 △△ □□ 印

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

重点貨物輸出計画書（分類Ｃ） 

那覇港からの飲料・食料品の輸出が見込めるため、以下のとおり重点貨物輸出計画書を提出します。 

対象輸出貨物 
（品目コード※） 

貨物名：飲料水
品目コード：2201.10

対象輸出貨物の今
年度の生産量 
(又は仕入量) 

沖縄工場生産量(予定)：20,000KL

生産地から那覇港
までの輸送ルート （※生産地が県外の場合のみ対象） 

対象貨物の 
過去 3年間の 
輸出実績 
（TEU） 

平成 27年 0TEU 

平成 28 年 5TEU 

平成 29 年 30TEU 

今年(平成 30年)
の輸出実績 
(予定含む) 

（仕向地） 
中国

（仕向地毎の輸出量:TEU） 
25TEU

（輸出量合計） 

25 
TEU 

平成 31 年の 
輸出計画 

（仕向地） 
中国

（仕向地毎の輸出量:TEU） 
25TEU

（輸出量合計） 

40 
TEU 

台湾 10TEU 

ベトナム 5TEU 

3 年後(平成 33
年)に見込まれる

輸出量 

（仕向地） 
中国

（仕向地毎の輸出量:TEU） 
30TEU

（輸出量合計） 

60 
TEU 

台湾 20TEU 

ベトナム 10TEU 

輸出拡大に向けた
取組等の実施状況 

昨年度より現地代理店と共同して営業活動に力を入れている。

担 当 者 
部署 営業部 役職・氏名 課長 □□△△

連絡先 
TEL：098（868）4544   FAX：098（862）4233
E-mail：abc@def･･･

※品目コード：財務省「輸出統計品目表(2018 年 4 月版)」を参照し、該当する品目コードを記載してください。

http://www.customs.go.jp/yusyutu/2018_4/index.htm 

◯その他提出書類 

・対象貨物輸出計画の説明補足資料（※表中の 3年後(平成 33 年)における想定輸出量の根拠となる具体的

な説明補足資料） 

提出先：実証実験事務局（株式会社 国建） 担当：赤嶺、田場 TEL：098-862-1109 FAX：098-861-4255 
E-mail：kenji_akamine@kuniken.co.jp tatsuya_taba@kuniken.co.jp 
※記載内容について、後日、事務局よりお問合せをさせていただく場合がございます。

添付書類－3-2 記入例
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平成  年  月  日 

那覇港管理組合 

管理者 玉城康裕 殿 

住  所：           

会 社 名：           

代表者名：              印 

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

補助金交付申請委任状 

標記について、弊社は下記の事業者に補助金交付申請に係る一連の手続き等を委任いたします。 

記 

 （委任先） 

  住  所： 

  会 社 名： 

  代表者名： 

添付書類－4 
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平成 30 年 12 月 xx 日 

那覇港管理組合 

管理者 玉城康裕 殿 

住  所：那覇市通堂町2-1 那覇ふ頭船舶待合所2階

会 社 名：○○株式会社 

代表者名：代表取締役社長 △△ □□ 

平成 31 年 那覇港輸出貨物増大促進事業(荷主対象)実証実験 

補助金交付申請委任状 

標記について、弊社は下記の事業者に補助金交付申請に係る一連の手続き等を委任いたします。 

記 

 （委任先） 

  住  所：那覇市○○○1-1-1

  会 社 名：株式会社△△△△

  代表者名：代表取締役社長 ○○ □□

代表者印

添付書類－4 記入例


